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八溝山地の花嵩岩類の藍一A欝年代
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　Five　biotites　separated丘om　five　granitic　rocks飾om　the　Yamizo　mountains　yielded　K－Ar

ages　of64．5－101m，y．，and　a　homblende　from　a　quartz　diorite　yielded　an　age　of108m．y．

　　　The　granitic　rocks　f士om　thc　Yamizo　mount＆ins　are　grouped　into　two　based　on　K－Ar

ages　and　rock　typesl　medium．to．fine．grained　granodiorites　having　the　older　ages　ofabout105

m，y、and　coarse－grained　granites　having　the　younger　ages　of65－68m．y．The　K－Ar　ages　ofthe

older　rocks　are　correl批ted　with　those　ofthe　Abukuma　granites，and．the　K－Ar　ages　oftheyounger

rocks　are　correlated　with　those　of　the　Tsukuba　granites．

　　　A　quartz　diorite丘om　the　Yamizo　block　yielded　discordant　mineral　ages：108m、y．on

homblende　and7L8m，y．on　biotiteラindicating　that　the　rock　suf陀red　thermal　ef艶ct　by　the

intrusion　of　the　younger　granites．

Lはじめに
　茨城・栃木両県境に位置する八溝山地には，中～古生

層を貫く花闘岩類が多数の小岩体をなして露出してい

る。これらのうち南部の筑波山塊の花商岩類について

は，すでに年代測定が実施され，第三紀初期の年代が報

告されている（河野・植田，19661SHIBATA，1968）。し

かし中～北部の山塊に点在する花醐岩類については，わ

ずかに1個の測定結果があるのみである．筆者らは八溝

山地全域の花商岩類の遜入年代，棚倉破砕帯によってへ

だてられる阿武隈山地の花崩岩類との年代関係，などを

知る目的で，八溝山地の花南岩類若干についてK－Ar年

代測定を行なったので，その結果を以下に報告する．

　試料採取にご協力いただき，また有益なご助言を賜っ

た茨城県立大子第二高等学校笠井勝美氏および本所石原

舜三技官に深謝の意を表する．

　　　　　　　　2．地　質　概『要

　　　　　　　　　　　　とり　　　　　　とりあし
　八溝山地は，北から八溝・鷲ノ子・鶏足・筑波の4っ

の山塊に分かれる．八溝・鷲ノ子山塊と鶏足山塊の大部

分はおもに中～古生層とそれを貫く花岡岩類からなって

おり，鶏足山塊南部と筑波山塊にはおもに花寓岩類が分

布している．筑波山塊の南東部には一部変成岩類がみら
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れる．八溝山地と東方の阿武隈山地との間に棚倉破砕帯

がある．

　八溝山地の中～古生界の地質時代については，藤本・

畠山（1938）は鶏足山塊の岩瀬町大泉の黒色石灰岩の中

からフズリナを発見し，上部石炭系であるとした．河田

（1949）は鷲ノ子山塊の頁岩中の放散虫の出現率からジ

ュラ紀の堆積物であるとした．KANOMATA（1961）は放散

虫や植物化石から八溝・鷲ノ子山塊と鶏足山塊の北半分

は中生界，鶏足山塊の西部と南部は古生界であるとし

た．最近鈴木・佐藤（1972）によって鶏足山塊西部から

ジュラ紀を示すアンモナイトが発見された．

　中～古生界の岩相は鶏足山塊ではおもに砂岩・粘板岩

の互層で，一部に石灰岩やチャートをはさんでいる．地

層はN600E，40～70。NWの単斜構造をしている．鷲ノ

子山塊はおもに砂岩・頁岩の互層で，チャートの薄層を

はさんでいる。N20～30。W，40～500SWの単斜構造

をしている．八溝山塊の地層は鷲ノ子山塊とほとんど変

わらないが，N20～50。E，40～500NWの走向・傾斜

をしており，3つの山塊の中～古生界は全体としてS字

状構造をしている．

　筑波山塊南東部に分布する変成岩類については，杉

（1928），SuGI（1930），宇野（1961）らの研究がある．岩

石は硬質砂岩・粘板岩・点紋粘板岩・ホルンフェルス・

雲母片岩・黒雲母片麻岩などであり，南東から北西にか

けて変成度が高くなっている．NE－SW，40～800NW
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の単斜構造をなしている．この変成岩類の中には花闇岩

類の小貫入岩体やペグマタイト・アプライトの岩脈が多

い．

八溝山地の深成岩類については，柴田（1944，1951），

河田（1951），岡田ほか（1954）らの研究がある．深成岩

類はほとんどが広義の花闇岩類であるが，筑波山頂およ

び鷲ノ子山塊北西部には斑栃岩がみられる．第1図に八

溝山地における花闘岩類の分布を示した．花嵩岩類は筑

波山塊と鶏足山塊南部に広く分布するものと，八溝山塊

西部・同東部・鷲ノ子山塊東部・鶏足山塊北東部などに

小岩体として点在するものとがある．前者はおもに整合

的に逆入し，後者の小岩体は一般に堆積岩類の構造を切

り，非整合的に貫入する．

筑波山塊と鶏足山塊南部に分布する花嵩岩類は正長石

の巨晶を特徴とする斑状黒雲母花商岩・斑状両雲母花嶺

岩と，黒雲母花商岩・両雲母花商岩である（柴田，1967）．

分布がもっとも広い稲田型（柴田，1944）はSUZUKI

（1953）のモード分析によると，おもに黒雲母花闇閃緑岩

～花崩岩で，角閃石・白雲母を多く含むものはまれであ

る．八溝・鷲ノ子山塊に分布する花闘岩類はおもに花闘

閃緑岩であるが，1っの小岩体内でも岩相の変化が著し

く複合岩体をなすものがある．八溝山塊東部にやや広く

分布する岩体は淡紅色黒雲母花闘岩を主体とし，その東

隣の阿武隈山地の花闘岩類と著しく異なる．

　これら花商岩類の逆入時期に関する地質学的証拠は中

～古生界堆積後，新第三系堆積前（河田，1951）しかな

く，一般に中生代末～第三紀初期とみなされていた。

3．測定試料

年代測定に用いた試料は筑波山塊を除く八溝山地の花

嵐岩類5個で，第1図に採取地点を示した．これらの岩

着の採取場所と岩質を次に記載する．

八溝1　　茨城県久慈郡大子町袋田南

　細粒含輝石黒雲母角閃石閃緑岩（袋田岩体）

鷲ノ子山塊の深成岩には北西部の斑栃岩と東部久慈川

流域に点在する花闘岩類とがあるが，本試料は北東部の

小岩体の一つで，閃緑岩質である．鏡下では自形の斜長

石を少量の石英・正長石が埋める．輝石は苦鉄鉱物中に

レリクトとしてのみ産出し，角閃石は淡緑色であるが普

通角閃石の消光角を示す．黒雲母はY≒Z二帯赤褐色で

部分的に緑泥石化する．一般に2次的な絹雲母・方解石

が散在する．

八溝2　　茨城県東茨城郡桂村岩船

　中粒輝石黒雲母角閃石閃緑岩（岩船岩体）

鶏足山塊の花南岩類は南部に広く分布する花闇岩と，

北東部の小貫入岩体（岩船岩体）があり，本試料は後者

のものである，この岩石は岩船岩体では一般的によく見

られる閃緑岩である．鏡下では八溝1に類似するが，斜

長石の累帯構造がやや顕著で輝石に富む．角閃石は淡緑

色の繊維状結晶の集合からなり，おもに輝石の周縁部を

交代する．この試料から400m東方の露頭には桃色カリ

長石が顕著な黒雲母花闘岩が露出する．

八溝3　　栃木県那須郡黒羽町亀久論手

　粗粒斑状含角閃石黒雲母花嵐岩（亀久岩体）

カリ長石の巨晶を含む岩石であり，黒雲母はY≒Z＝

帯褐緑色である．

八溝4　　栃木県那須郡馬頭町大山田

　細粒黒雲母角閃石石英閃緑岩（大山田岩体）

花闘閃緑岩質よりの石英閃緑岩で，角閃石は淡緑色自

形結晶からなり，一部緑簾石化する．黒雲愚は自形～半

自形，Y≒Z・＝帯褐緑色である，

上記2試料は八溝山塊西部に点在する花崩岩類であ

る．八溝山塊にはカリ長石の巨晶を含む優白色の花崩岩

と，角閃石に富む優黒色の花闘岩があり，後者の方が多

い．

八溝5　　福島県白川郡棚倉町山本不動200m下

　粗粒黒雲母花南岩（大笹山岩体）

八溝山塊東部にやや広く分布する花崩岩で桃色（一般

に弱く変質してクリーム色）のカリ長石を特長とし，節

理に輝水鉛鉱が産出する．一般に新期花闇岩と呼ばれる

ものの代表的な岩石である．南方の矢祭山の岩体と同様

に最も岩漿分化の進んだものとみなすことができる．

年代測定は上記の岩石から分離した黒雲母・角閃石に

っいて実施した．K－Ar年代の測定方法はSHIBATA

（1968）とほぼ同じであるが，Kの定量は原子吸光分析に

よって行なった．年代の計算に用いた定数は，λβ＝

4．72×10－10／yr，λ，＝0。584×10－10／yr，40KIK＝0・0119

atom％である．測定結果を第1表に示した．

4．考　察

八溝山地の花崩岩類5個について測定された：K－Ar年

代は，第1表に示したように64．5～108m．y。である．

これらの年代を地域別に考察してみると，八溝山塊では

東部の大笹山岩体の花嵩岩（八溝5）から分離した黒雲

・母で67・5m・y・，酉部の亀久岩体の花南岩（八溝3）で
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八溝山地の花歯岩類のK－Ar年代（柴田。蜂須・内海）
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第1図　八溝山地の地質図と試料採取地点
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第1表　八溝山地の花商岩類のK－Ar年代

試　料
番　号

八溝1

入溝2
八溝3
八溝4

八溝5

地域，岩体

鷲ノ子山塊，袋田

鶏足山塊，岩船

入溝山塊，亀久

　〃　，大山田

〃　，大笹山

岩石，鉱物

閃緑岩，黒雲母

閃緑岩，黒雲母

花闘岩，黒雲母

石英閃緑岩，黒雲母

K20
（％）

　〃　　，角閃石，

花闘岩，黒雲母

8．78，　8．73

7。68

7．25

7．78

0．962

6．61

　40Arrad
（10－6ccSTP／g）

29．9

30．3

16．7

15．8

19．4

18．5

3．54

15。0

大気アルゴン
　（％）

27．3

7．6

委7．4

45．2

50．1

28．6

67。2

21．4

年　代
（m．y。）

il鋤

Av．IOI

64。5＝ヒ2。5

64．9±2．5

11：1圭1：1）

Av．71．8

　108土6
　67．5±2．2

64・9m・y・である．これに対して西部の大山田岩体の石

英閃緑岩（八溝4）については，黒雲母で7L8m・y・，角

閃石で108m・y・と同一岩石で異なる年代が得られた．

このように同一岩石中の黒雲母一角閃石の対で角閃石の

年代の方が古くなることはよくみられる例であり，とく

に岩石が形成後何らかの熱的事変を受けた場合に起りや

すい．これは角閃石のK－Ar年代は熱的影響を受けにく

いためであり，たとえば接触変成作用をこうむった岩石

中の黒雲母が広い範囲にわたって年代の若返りを受ける

のに対して，角閃石は接触面から少しはなれればほとん

ど影響を受けないで，元の年代を保持している場合がよ

くある（HART，19641柴田，1973）．したがって，八溝4

の角閃石にっいて求められた108m・y・という年代は，

おそらく石英閃緑岩逆入の時期を示すものと考えてよか

ろう．一方黒雲母の7L8m・y・という若い年代は何らか

の影響で若返った結果とみなすことができる．

　八溝山塊にはカリ長石に富む粗粒花闇岩と角閃石に富

む中～細粒花闇閃緑岩とがあり，後者が多いとされてい

るが，八溝3，5の試料はともに前者すなわち粗粒花闘岩

であり，これらの年代はすでにのべたように64・9，67・5

m．y。と若い．これに対して八溝4の試料は中～細粒花

嵐閃緑岩に属するものと考えられ，その逆入年代は角閃

石によって示される108m，y、である．このように八溝

山塊の花崩岩類はK－Ar年代によって2つに分けられ，

岩質もほぼそれに対応するということができる，そこで

八溝4の黒雲母の71．8m．y．という年代は，粗粒花尉岩

の逆入に伴う熱的影響を受けて若返ったものと解釈でき

る．

　なお，河野・植田（1966）によって求められた八溝山

塊川原坊の花闇閃緑岩の62m・y・という年代は，粗粒花

闘岩の年代に近いが岩質は中粒花醐閃緑岩であり，その

年代は粗粒花闇岩によって若返ったものかも知れない，

　鷲ノ子山塊北東部の袋田岩体中の閃緑岩（八溝1）に

ついては，黒雲母で101m。y。と古い年代が得られた．こ

の年代は八溝山塊の閃緑岩中の角閃石の年代にほぼ等し

く，おそらく同時期の逆入を示すものであろう．

　八溝山地の東部は棚倉破砕帯によって阿武隈山地とへ

だてられる．阿武隈山地の花闇岩類の黒雲母K－Ar年代

は87～107m・y・で，それらは90m．y，と100m．y．に大

別できる（河野・植田，1965）．八溝山地の閃緑岩につい

て今回測定された108，101m。y．というK－Ar年代は阿

武隈花南岩類についての古い年代100m・y・にほぼ等し

い．すなわち，八溝山地の花闇岩類の中には，阿武隈山

地の花闇岩類と火成活動の時期を同じくするものがある

ことが判明した．

　一方，筑波山塊の花闘岩類のK－Ar年代は59～63

m・y・で（河野・植田，19661SH・BATA，1968），八溝山塊

の粗粒花商岩の年代に似ているが若干若い．

　鶏足山塊北東部の岩船岩体中の閃緑岩（八溝2）の黒

雲母年代は64・5m苧である．この岩石は鏡下では八溝

1に似たもので，古い年代が期待されたが結果は八溝山

塊の粗粒花廟岩と同じく若い年代となった．この試料採

取地点から約400m東方には桃色カリ長石が顕著な黒雲

母花嵩岩が露出する（石原，私信）．また西方には高取鉱

山，錫高野などのW，Sn産出地があり，それらは筑波

山塊の稲田型花廟岩のような非常に酸性な岩石に関係あ

るものと思われる．さらに，高取鉱山の鉱脈中の白雲母

のK－Arは69m。y。であり（柴田・石原，1971），八溝2

の黒雲母年代にほぼ等しい．これらの事実から考えて，

八溝2は本来は約100m・y・の年代を持っていたものが，

酸性花南岩の熱的影響を受けて若返ったものかも知れな

い．
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八溝山地の花嵩岩類の：K－Ar年代（柴田。蜂須。内海）

　以上のように，八溝山地のうち八溝・鷲ノ子・鶏足山

塊に分布する花闇岩類は，そのK－Ar年代から，旧期す

なわち約105m・y・のものと，新期すなわち65～68m・y。

のものとに分けられるが，花崩岩類の岩質も前者は中～

細粒花歯閃緑岩ないしは閃緑岩であり，後者は粗粒花嶺

岩であり，年代に対応した区分ができるようである・こ

の区分にあてはまらない例（八溝2，4の黒雲母年代）

は，おそらく新期の花膚岩による熱的影響を受けて，旧

期花歯岩類の黒雲母年代が若返ったものと解釈される．

　また，八溝山地の旧期の花闘閃緑岩が示す約105m・y．

という年代は，阿武隈山地花闇岩類のK－Ar年代とほぼ

一致し，阿武隈山地と同時期の火成活動が現在の棚倉破

砕帯を越えて西方の八溝山地にも生じたことを物語るの

であろう．これに対して，新期の粗粒花闘岩によって示

される65～68m．y・という年代は，すでに報告されて

いる筑波山塊の花醐岩の年代59～63m・y・に近く，八

溝山地全域にわたる一連の時期の火成活動を示すもので

あろう．

　今後の問題としては，八溝山地における旧期花闇岩類

の詳しい分布状況と新期花闇岩類との関係，新期花歯岩

類が棚倉破砕帯を越えて東部にも存在するかどうかな

ど，重要な課題が残されている．

5．　ま　と　め

　1）八溝山地の花南岩類5個から分離した5個の黒雲

母のK－Ar年代は64．5～101m。y。，1個の角閃石の年

代は108m・y。である。

　2）八溝山地中～北部の花闇岩類はそのK－Ar年代か

ら，旧期すなわち約105m・y・の年代を示すものと，新

期すなわち65～68m・y・の年代を示すものとに分けら

れる．花商岩類の岩質もこの区分に対応して，一般に旧

期のものは中パ細粒花商閃緑岩であり，新期のものは粗

粒花南岩である．さらに，旧期花闘岩類の年代は阿武隈

山地の花嵩岩類の年代にほぼ等しく，新期花崩岩類の年

代は筑波山塊のそれにほぼ等しく，それぞれ同時期の火

成活動に属するものと思われる．

　3）八溝山塊の石英閃緑岩中の角閃石の年代は108

m．y．，黒雲母は71．8m．y。であり，同一岩石でありなが

ら異なる鉱物年代を示す．黒雲母の年代は新期花商岩に

よる若返りの結果と考えられる，
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